秋田県ロボット技術研究会規約（案）


（会称）
　　第１条　本会の名称は「秋田県ロボット技術研究会(仮称)」と称する。

（目的）
第２条　本会はロボティクス技術に関する研修、情報交換、試験研究等を通し新技術の開発、人材養成を行い、ロボットを活用した自動化技術の県内普及促進を図るとともに、会員相互の啓発と親睦を図り、本県の少子高齢化・人材不足に関する問題解決をはじめ、本県の産業の発展に資することを目的とする。

（事業）
　　第３条　本会は前条の目的達成のために次の事業を行なう。
	一　技術講習会、講演会の開催。
	二　研究成果、事例等発表会の開催。
	三　技術情報の交換および自動化を実現した施設の視察。
	四　その他本会の目的を達成するための必要な事業。

（会員）
　　第４条　本会は次の者をもって会員とする。
	一　正会員はロボティクス技術に関心のある企業および個人。
	二　特別会員は関連団体、官庁および教育機関。
三　会員の入会は事務局へ届け出ることとする。
	四　会員の退会は自由とする。ただし、その都度、事務局に届けることとする。

（役員）
　　第５条　本会に次の役員をおく。
	一　会長	１名
	二　副会長	若干名
	三　幹事	若干名
	四　監事	２名
　　　２　役員は総会において選出する。
　　　３　会長は会務を総理し本会を代表する。
　　　４　副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。
　　　５　幹事は会務を処理する。
　　　６　監事は会計を監査する。
　　　７　役員の任期は２年とする。但し留任は妨げない。

（運営費用）
　　第６条　本会は会員より会費を徴収する。
一　正会員の会費は年１０，０００円とする。
二　特別会員からは原則として会費を徴収しない。
三　事業達成のため、特に必要な経費はその都度徴収することができる。

（事務局）
　　第７条　本会の事務を処理するために秋田県産業技術センター内に事務局をおく。
　　　　一　事務局に次の職員をおく。
　　　　　イ　事務局長　１名
　　　　　ロ　事務局員　若干名
　　　　二　事務局長は役員会の承認を得た者とし、会長の命により会務を処理する。
　　　　三　事務局員は秋田県産業技術センター担当職員をもってし、事務局長の指示に従い会務の処理執行を助ける。

（総会および役員会）
　　第８条　総会は毎年度開催するものとし、臨時総会は会長が必要あると認めるときまたは会員３分の１以上の要求があるときに開催できる。
　　　２　総会は出席者と委任状の総数が会員の過半数に達したとき成立する。
　　　３　役員会は会長が招集し、総会提出議案の作成審議および本会事業実行案その他の検討を行なう。

（その他）
　　第９条　総会において必要と認められたときは、本会に分科会を設置することができる。

　　第１０条　本会の事業年度は４月１日から翌年３月３１日迄とする。

　　第１１条　本規約は総会で変更することができる。


　　（附則）
[bookmark: _GoBack]	本規約は平成３０年１０月３１日より施行する。
